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背景、目的 現在、我が国には糖尿病患者 740
万人、糖尿病の可能性がある人をあわせると
1,620 万人も存在する。高齢化社会の進展に伴っ
て、今後とも患者数が増加し、2,000 万人の患者
を想定して、医療上及び社会福祉上の対策を構築
しなければならない。そのために、開発プラット
ホームの共通化、インタフェース、プロトコルの
標準化、ソフトのオープンソース化を進める。 
将来の糖尿病データベースネットワークは、図
１に示すようにインターネット上の新しい分散
システム基盤でなければならない。つまり、地域
医療情報システム、NPO＊、企業が提供する健康
サービス等、インターネット上の複数の Web サー
ビスを組合せることで、従来の組織を越えた、新
しいサービス提供をスピーディに行えるもので
なければならない。その Web サービスで中心とな
る標準を XML（eXtensible Markup Language）  図１ 高度分散型糖尿病データベースネットワーク
で構築すれば、相互接続性、サービスの動的結合、柔軟性、拡張性が可能となる。 
 本コンソーシアムは、以上の点を糖尿病に関係する諸団体の協働により強力に推進する。 
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